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 住民参加型トリアージを可能とする 
 救命救急GIS連携技術の研究開発（112304002） 
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研究開発の内容 

          図１ 装置構成と動作 
 ・災害現場からの被災者情報をいち早く把握するために，トリアージ情報の 
  収集と閲覧を可能とするシステムの開発． 

(a) 災害現場からの情報入力     (b) Web-GISによる閲覧システム  



研究開発の成果 

          図２ トリアージ情報の閲覧と表示結果  
    (a) トリアージ情報のWeb-GISを用いた閲覧結果 
          患者情報の詳細表示結果は発表会場で提示 
    (b) トリアージ情報と住民による傷病者情報表示結果 

画面上で拡大 

(a) トリアージ情報の閲覧 
(b) トリアージ情報(上段）と 
  住民からの傷病者情報リスト（下段） 



地域課題への解決について 

1) 地域の社会的経済的課題に対する情報通信技術面からの貢献：直接的な課題は少ないが、
今回開発した衛星携帯電話とWiFi環境を組み合わせた被災地からの通信方式は、そのまま
冬期に孤立した中山間地からの医療情報通信に応用可能と考えられ、今後も検討を進める予
定である。 

   開発成果との関連：Web-GISによる表示（より広範囲の情報閲覧基盤として展開） 

                 GISと連携したスマートフォンからの入力方式 

                 独立した患者タグ情報読み取り方式（掲示板型とETC型を救急搬送時    

                 の自動情報入力方式として拡張可能） 

 

2) 地域住民の生活向上：医療への貢献として救急医療の充実ならびに今後の仮設住 

  宅での慢性患者の長期ケアについて本システムが応用可能である。 

   開発成果との関連：GIS連携のタブレット端末とNFC読取り技術を慢性患者のケアに活用 

 

3) 人材育成への貢献：今回の成果をもとに地域医療教育機関における医療従事者育成へ大きく 

   貢献できる。 

   開発成果との関連：新潟大学災害医療教育センター内に開発システムを設置し，医療情報   

   通信とその具体的活用方法を通じて，若手研究者の育成に努める。 

今後の展開と波及効果創出への取り組み 


